
全 国 専 修 学 校 一 般 課 程 各 種 学 校 協 会 	

令 和 ４ 年 度 第 ２ ４ 回 定 例 総 会 ・ 研 修 会 を 開 催 	
 

6 月 7 日 、 東 京 都 ・ ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て 、

全 国 専 修 学 校 一 般 課 程 各 種 学 校 協 会 令 和 4 年 度 第 2 4 回 定

例 総 会 を 開 催 （ オ ン ラ イ ン 併 用 ） し て 開 催 し た ）。 出 席 者 は

7 6 名 （ 委 任 状 を 含 む ）。  
細 野 美 貴 会 長 が 開 会 あ い さ つ を 述 べ 、 議 長 選 出 は 会 則

に し た が い 細 野 美 貴 会 長 を 選 出 。議 長 が 会 議 の 有 効 な 成 立

を 確 認 し た 後 、 議 事 録 署 名 人 と し て 埼 玉 県 の 武 藤 嘉 之 理

事 と 熊 本 県 の 木 庭 順 子 理 事 が 選 出 さ れ 、 議 事 に 入 っ た 。 	

【 第 1 号 議 案 	 令 和 3 年 度 事 業 報 告 】  
【 第 2 号 議 案 	 令 和 3 年 度 決 算 報 告 な ら び に 監 査 報 告 】  
第 1 号 議 案 、 第 2 号 議 案 は 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 1 号 議

案 で は 、 配 布 資 料 に 基 づ き 、 事 務 局 が 令 和 ３ 年 度 事 業 報 告

と し て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 予 防 対 応 を 実 施 し な

が ら 定 例 総 会 、 理 事 会 を ハ イ ブ リ ッ ド 形 式 で 開 催 し た こ

と 、 た だ し 、 研 修 会 は 開 催 時 期 を 変 更 し つ つ 年 度 内 の 開

催 を 予 定 し て い た が 、 全 国 の 感 染 者 数 の 状 況 か ら 開 催 を

中 止 し た こ と を 報 告 し た 。 ま た 、 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 認 定

講 座 の 運 営 要 項 の 作 成 ・ 送 付 、 申 請 状 況 に つ い て 説 明 、

会 員 校 へ の 積 極 的 な 周 知 、広 報 の 実 施 に つ い て 報 告 し た 。	

	 第 2 号 議 案 で は 配 布 資 料 に 基 づ き 、 事 務 局 が 収 支 計 算

書 の 科 目 内 容 に つ い て 説 明 。 続 い て 、 白 岩 直 明 監 事 が 全

て 適 正 で あ る と 監 査 報 告 を 行 っ た 。 両 議 案 に 関 し て は 、

特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く 拍 手 承 認 し た 。 	

【 第 3 号 議 案 	 令 和 3 年 度 事 業 計 画 案 】  
【 第 4 号 議 案 	 令 和 3 年 度 収 支 予 算 案 】  
	 第 3 号 議 案 、 第 4 号 議 案 は 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 3 号 議 案

は 事 務 局 か ら 昨 年 度 未 執 行 と な っ た 事 業 に つ い て 継 続 実

施 し て い く こ と を 説 明 、 運 動 方 針 で あ る 、 生 涯 学 習 ニ ー

ズ へ の 取 り 組 み の 推 進 を は じ め 、 行 政 を 含 む 地 域 に お け

る 連 携 や 専 修 学 校 一 般 課 程 及 び 各 種 学 校 の 諸 活 動 に 関 す

る 継 続 的 な 情 報 提 供 、 経 常 費 補 助 金 ・ 運 営 費 補 助 等 に 関

す る 事 例 収 集 と 情 報 共 有 に 努 め 、 会 員 校 間 の 相 互 ネ ッ ト

ワ ー ク に よ る 情 報 共 有 機 能 の 構 築 を 推 進 す る 、 こ と を 説

明 。 第 4 号 議 案 は 事 務 局 が 配 布 資 料 に 基 づ き 、 収 支 予 算 案

に つ い て 説 明 。 細 野 会 長 か ら コ ロ ナ 禍 で の 協 会 運 営 の 難

し さ や コ ロ ナ 後 を 見 据 え た 事 業 計 画 案 と 収 支 予 算 案 を 計

上 し た こ と に つ い て 説 明 し た 。 質 疑 で は 、 協 会 ホ ー ム ペ

ー ジ に 掲 載 さ れ て い る 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 認 定 講 座 の 受 講

者 数 に 関 す る 質 問 や 講 座 修 了 証 に 押 印 す る 認 定 講 座 の 陰

影 が 受 講 者 に 好 評 で あ る 、と の 意 見 を い た だ い た 。ま た 、

コ ロ ナ 禍 で の 各 種 学 校 に よ る 通 信 制 （ 特 例 ） に 関 す る 質

問 が 出 さ れ た 。 そ の 他 質 疑 は な く 、 両 議 案 に 関 し て 出 席



者 全 員 異 議 な く 拍 手 承 認 し た 。 	

【 第 5 号 議 案 	 役 員 選 任 】 	

	 議 長 か ら 役 員 選 任 手 続 き に つ い て 説 明 。 理 事 、 監 事 な

ら び に 会 長 、 副 会 長 候 補 者 の 選 任 に つ い て 、 本 総 会 前 に

開 催 さ れ た 理 事 会 に お い て 協 議 し た 素 案 を 提 出 。 新 任 理

事 を 含 む 理 事 候 補 者 案 な ら び に 監 事 候 補 者 案 に つ い て 出

席 者 全 員 異 議 な く 拍 手 承 認 し た 。 続 い て 、 会 長 、 副 会 長

候 補 者 案 に つ い て も 出 席 者 全 員 異 議 な く 拍 手 承 認 し た 。 	

令 和 4 , 5 年 度 協 会 役 員 は 以 下 の 通 り（ 順 不 同 、敬 称 略 ）。	

＜ 会 	 長 ＞ 細 野 美 貴 （ 栃 木 県 ・ 真 岡 珠 算 簿 記 学 校 ） 	

＜ 副 会 長 ＞ 帆 苅 絹 代 （ 兵 庫 県 ・ 加 古 川 フ ァ ッ シ ョ ン カ レ

ッ ジ ） ※ 新 任 ※ 守 谷 た つ み （ 東 京 都 ・ 専 修 学 校 早 稲 田 予

備 学 校 ） 	

＜ 理 	 事 ＞ 武 藤 嘉 之 （ 埼 玉 県 ・ 大 宮 高 等 珠 算 学 校 ）、 江 副

隆 秀 （ 東 京 都 ・ 新 宿 日 本 語 学 校 ）、 瀬 尾 和 子 （ 富 山 県 ・ 瀬

尾 学 園 総 合 カ レ ッ ジ Ｓ Ｅ Ｏ ）、 窪 津 典 明 （ 大 阪 府 ・ 専 修 学

校 夕 陽 丘 予 備 校 ）、 古 川 晃 （ 福 岡 県 ・ 田 中 重 子 製 帽 専 門 学

院 ）、 木 庭 順 子 （ 熊 本 県 ・ 専 修 学 校 熊 本 壺 溪 ） ※ 新 任 ※ 香

川 順 子 （ 東 京 都 ・ メ ロ ス 言 語 学 院 ）、 篠 原 克 彦 （ 東 京 都 ・

東 洋 言 語 学 院 ）、 立 木 明 （ 岐 阜 県 ・ 立 木 珠 算 学 校 ） 	

以 上 に よ り 、 議 長 が 全 議 案 の 原 案 ・ 提 案 ど お り の 承 認

を 確 認 し た 。 	

ま た 、 最 後 に 今 回 初 め て 総 会 に ご 出 席 い た だ い た 方 に

ご 挨 拶 を い た だ き 、 総 会 の 全 日 程 を 終 了 し た 。 	

	

総 会 終 了 後 、 ２ 年 ぶ り に 研 修 会 を 開 催 し た 。 講 演 は ①

学 校 法 人 早 稲 田 学 園 守 谷 た つ み 理 事 長 、 戸 村 将 文 課 長 に

よ る 「 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 認 定 講 座 掲 載 に か か る 経 緯 に つ

い て 」、 ② 学 校 法 人 江 副 学 園 江 副 隆 秀 理 事 長 に よ る 「 留 学

生 受 け 入 れ に か か る 日 本 語 教 育 の 重 要 性 に つ い て 」。 	

 


